
 

令和元年度 観光入込み数  増減要因 
 
 
１ 令和元年度の観光入込み数について 
   

令和元年度の観光入込み数は 1,596,871 人で、91,467 人の増 (前年比 106.1%)
となった。 

【内訳】〔宿泊者数〕    102,026 人    17,660 人の増 （前年比 120.9％） 
〔日帰り客数〕 1,494,845 人    73,807 人の増 （前年比 105.2％） 

 
２ 増減要因の総括について 
   
  2020 年に開業を予定するウポポイ（民族共生象徴空間）のＰＲが国・道・胆振

管内市町・民間事業者等により行われていることから、アイヌ文化とともに「白

老」の名称もＰＲされている。これらにより関心が高まったことで年間を通じて
全体的に観光入込客数が増加し、宿泊客数は 11 年ぶりに 10 万人を超え、アイヌ
文化の「体験・ツーリズム」参加者は前年比で 282.5％と大幅に増加した。 

  一方、令和元年度はヒグマの目撃情報が相次いだこともあり、「スポーツ・レク
リエーション」「自然景観」利用者は減少した。 

  全体としては、新型コロナウイルス感染症の影響により 2 月以降の入込客数は
急減したものの、前年比 106.1％の入込客数を記録した。 

 
３ 地区別の主な増減要因 
 

虎杖浜温泉地区（竹浦・虎杖浜地区） 
 
虎杖浜温泉地区の全体の観光入込み数は 934,170 人で、27,646 人の増（前年比 

103.0%）となった。 
 

【虎杖浜温泉地区の増加要因】 
  「宿泊客(ホテル・旅館)」 94,288 人 16,601 人の増（前年比 121.4%） 
    ■ 新型コロナウイルス感染症の影響もあり、２月以降に利用客数が急減

したが、１月以前については事業者のＰＲ効果もあり増加して推移し
ていたため年間を通じては増加となった。 

 「飲食店・みやげ」 509,571 人 12,041 人の増（前年比 102.4%） 
    ■ 宿泊客数の増加に伴い相乗的に来店者数が増加したものと考えられる。 

 「まつり・イベント」 13,550 人 1,250 人の増（前年比 110.2%） 
    ■ 虎杖浜かに・たらこ・温泉三大まつり等のイベントが天候にも恵まれ 

来場者数が増加した。 

【虎杖浜温泉地区の減少要因】 
「日帰り(ホテル・旅館)」 162,281 人 5,118 人の減（前年比 96.9%） 

    ■ 一部事業者ではＰＲ効果で利用客数が増加したが、多くの事業者では
年間を通じて横ばいまたは２月以降の新型コロナウイルス感染症の影
響もあり利用客数が減少しており、結果として前年比でも減少となっ
た。 

  「ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ」 47,162 人 1,946 人の減（前年比 96.0%） 
   ■ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により３月のパークゴルフ場等

利用者が減少したため。 



 

白老地区（社台～北吉原地区） 

  白老地区の全体の観光入込み数は 662,701 人で、63,821 人の増（前年比 
110.7％）となった。 

 
【白老地区の増加要因】 

  「飲食店・みやげ」 451,442 人 59,659 人の増（前年比 115.2%）  
    ■ 町の創業支援事業による新規出店もあり、堅調に推移し増加に繋がっ

た。 
  「体験・ツーリズム」 6,579 人 4,250 人の増（前年比 282.5%） 
    ■ ウポポイに関連したアイヌ文化のＰＲにより、アイヌ文化体験の参加

者数が大幅に増加した。 
 「文化・歴史」 7,602 人 2,203 人の増（前年比 140.8%） 

    ■ 企画展や特別展の開催を増やし、仙台藩白老元陣屋資料館の来館者が
大幅に増加した。 

「宿泊客(ホテル・旅館)」 7,738 人 1,059 人の増（前年比 115.9%） 
    ■ 大町商店街に新たな宿泊先がオープンするなど、新たな賑わいが創出

されている。 
【白老地区の減少要因】 

  「ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ」 53,258 人 2,297 人の減（前年比 95.9%） 
    ■ ヒグマの目撃情報が相次ぎ、キャンプ場及びパークゴルフ場の利用者

が減少したため。 
 「自然景観」 12,392 人 1,750 人の減（前年比 87.6%） 

    ■ ヒグマの目撃情報が相次ぎ、インクラの滝、萩の里自然公園の利用者
数が低調に推移したため。 

 
４ 訪日外国人観光客の増減要因 
   

「宿泊客数」 9,204 人 2,611 人の減（前年比 77.9％） 
 

   新型コロナウイルス感染症の影響により２月以降は全体として大きく減少し
ている。 
年間を通じては、カナダ（200.0％）、タイ（179.5％）、オーストラリア（170.4％）、

フランス（153.6％）、イギリス（131.4％）などが前年比で増加している。 
  ◎主な国籍 中国 2,906 人、韓国 1,467 人、香港 984 人、台湾 745 人 
  
 
５ 過去５年間の入込客数の推移 

平成 27 年度  1,814,511 人 （  22,479 人 前年比 101.3％） 
平成 28 年度  1,766,682 人 （   47,829 人  〃   97.4％） 

平成 29 年度  1,735,570 人 (▲ 31,112 人  〃   98.2％) 
平成 30 年度  1,505,404 人 (▲230,166 人  〃   86.7％) 
令和元年度  1,596,871 人 （  91,467 人  〃  106.1％) 


